
大
谷
大
学
で
の
三
十
年

『
名
所
和
歌
抄
出
』
を
中
心
に

赤

瀬

知

子

は
じ
め
に

『
俊
頼
髄
脳
』
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
学
部
の
四
回
生
の

頃
だ
っ
た
。『
今
昔
物
語
集
』
と
同
じ
説
話
を
載
せ
な
が
ら
、
な

ぜ
一
方
が
説
話
集
、
も
う
一
方
が
歌
学
書
に
分
類
さ
れ
る
の
か
と

い
う
実
に
素
朴
な
疑
問
か
ら
、『
俊
頼
髄
脳
』
を
卒
業
論
文
の
対

象
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
結
論
は
、
文
末
の
記
述
か
ら
両
者
の
違

い
が
読
み
取
れ
る
と
い
う
他
愛
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。
大
学
院
に

入
る
と
さ
す
が
に
同
じ
テ
ー
マ
で
は
続
か
ず
、『
俊
頼
髄
脳
』
の

諸
本
論
に
方
向
を
転
じ
た
。
三
十
年
前
は
現
代
ほ
ど
資
料
の
収
集
、

集
中
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
青
森
か
ら
長
崎
ま
で
各
地
の

図
書
館
に
カ
メ
ラ
を
提
げ
て
出
か
け
て
は
ひ
た
す
ら
諸
本
を
集
め

た
。
最
近
の
即
位
礼
正
殿
の
儀
を
見
て
思
い
出
す
の
は
、
か
つ
て

何
度
か
い
た
だ
い
た
宮
内
庁
で
の
昼
食
、
職
員
さ
ん
と
同
じ
昼
食

で
御
料
牧
場
と
記
さ
れ
た
牛
乳
瓶
も
不
思
議
だ
っ
た
。
後
か
ら
人

に
聞
い
た
話
で
は
、
米
も
野
菜
も
牛
乳
も
す
べ
て
宮
内
庁
の
中
で

自
活
で
き
る
よ
う
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
か
。
ま
た
、
諸
本

探
訪
は
学
生
の
貧
乏
旅
行
だ
っ
た
の
で
、
た
び
た
び
時
間
的
な
無

理
も
し
た
。
あ
る
時
は
早
朝
に
東
京
を
発
っ
て
、
仙
台
、
盛
岡
、

八
戸
を
一
日
で
回
っ
た
。
暮
れ
て
ゆ
く
東
北
本
線
に
揺
ら
れ
な
が

ら
、
あ
あ
、
こ
れ
が
賢
治
の
故
郷
な
の
だ
な
ぁ
と
い
う
感
傷
に
浸

っ
た
り
も
し
た
。
あ
れ
も
こ
れ
も
楽
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
た
だ

し
、
そ
う
し
た
こ
と
を
超
え
た
諸
本
論
の
喜
び
は
、
私
の
場
合
、

揺
る
ぎ
よ
う
の
な
い
証
拠
の
上
に
持
論
を
立
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。『
俊
頼
髄
脳
』
し
か
り
、
次
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

『
内
裏
名
所
百
首
』
し
か
り
。
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も
う
一
つ
の
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
『
名
所
和
歌
抄
出(1)』

に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
の
連
歌
師
宗
祇
（
応
永
二
八
（
一
四
二

一
）
年

文
亀
二
（
一
五
〇
二
）
年
、
八
二
歳
）
の
『
浅
茅(2)』
と
い
う

連
歌
学
書
に
そ
の
『
名
所
和
歌
抄
出
』
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与

え
た
こ
と
を
三
十
年
前
に
指
摘
し
た(3)。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
宗
祇

の
他
の
著
作
や
連
歌
作
品
、
つ
ま
り
は
彼
の
創
作
活
動
全
般
に

『
名
所
和
歌
抄
出
』
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
つ
い
て
の
一
連

の
研
究
を
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
宗
祇
『
浅
茅
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』

愛
知
県
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は

縦
二
五
・
八
㎝
×
横
一
七
・
八
㎝
の
上
下
二
冊
、
仮
綴
の
写
本
で
、

外
題
は
打
付
書
き
で
「
名
所
和
歌
抄
出
」（
上
）、「
名
所
和
歌

集
出

(マ
マ
)

」（
下
）、
内
題
は
「
名
所
和
歌
抄
出
」
で
あ
る
。
本
文
料
紙

は
楮
紙
、
表
紙
は
宿
紙
で
、
墨
付
は
上
冊
五
九
丁
、
下
冊
四
九
丁

で
遊
紙
な
し
、
一
面
九
行
、
和
歌
一
行
書
き
で
識
語
は
な
い
が
、

各
冊
冒
頭
に
「
仁
和
寺
菩
提
院
」
と
い
う
朱
長
角
印
を
有
す
る
。

柳
原
家
旧
蔵
本
か
と
目
さ
れ
る
が
、「
柳
原
庫
」
の
印
記
は
な
い(4)。

江
戸
時
代
初
期
頃
の
書
写
な
が
ら
成
立
年
代
は
十
四
世
紀
頃
か
と

推
定
さ
れ
て
い
る(5)。

宗
祇
の
連
歌
学
書
『
浅
茅
』
は
、
明
応
九
（
一
五
〇
〇
）
年
に

赤
松
家
の
家
臣
で
あ
る
葦
田
友
興
の
取
り
次
ぎ
に
よ
り
、
大
三
島

社
の
関
係
者
か
と
さ
れ
る
越
智
久
通
に
宗
祇
が
書
き
与
え
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
実
際
の
連
歌
作
品
に
解
説
を
加
え
た
前

半
部
と
、
名
所
い
わ
ゆ
る
歌
枕
に
関
す
る
和
歌
や
寄
合
語
を
集
め

た
後
半
部
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
後
半
部
を
か

り
に
「
名
所
部
」
と
名
付
け
る
こ
と
に
す
る
。

『
浅
茅
』
名
所
部
の
和
歌
や
寄
合
語
の
典
拠
に
つ
い
て
、
従
来

は
そ
れ
ら
に
付
さ
れ
た
集
付
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、『
浅
茅
』
名
所
部
に
は
計
一
八
七
首
の
名
所
和
歌
と
そ
の
数

倍
の
寄
合
語
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
個
々
の
勅
撰
集

や
百
首
歌
か
ら
集
め
る
と
い
う
の
は
、
手
間
の
か
か
る
煩
雑
な
作

業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
宗
祇
の
身
近
に
、
和
歌

と
と
も
に
寄
合
を
収
め
る
便
利
な
名
所
歌
集
が
あ
っ
て
、
宗
祇
は

そ
れ
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ

う
な
仮
説
の
も
と
に
、『
浅
茅
』
名
所
部
と
中
世
の
名
所
歌
集
に

つ
い
て
、
名
所
の
総
数
、
名
所
の
配
列
、
国
々
の
配
列
、
名
所
の

表
記
、
名
所
和
歌
、
寄
合
語
を
比
較
し
て
み
た
。
す
る
と
、『
浅

茅
』
名
所
部
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
で
は
、
一
致

す
る
名
所
の
数
が
他
の
名
所
歌
集
に
比
べ
て
多
く
、
ま
た
、
名
所

の
配
列
、
そ
の
表
記
の
仕
方
、
名
所
和
歌
、
名
所
に
関
す
る
寄
合
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語
な
ど
に
つ
い
て
も
、
両
者
に
は
共
通
点
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
た
と
え
ば
、

○
名
所
の
表
記

鈴
香
山
（
浅
茅
、
名
所
和
歌
抄
出
）

鈴
鹿
山
（
歌
枕
名
寄
ほ

か
）

佐
野
山

佐
夜
中
山
、
佐
夜
長
山

荒
血
山

荒
乳
山

「
鈴
鹿
山
」
に
は
『
歌
枕
名
寄
』
の
よ
う
に
「
鹿
」
と
い
う
漢

字
を
宛
て
る
名
所
歌
集
が
多
い
の
に
対
し
て
、『
浅
茅
』
名
所
部

と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
「
香
」
と
い
う
漢
字
を
宛
て
て
い
る
。

ま
た
、『
歌
枕
名
寄
』
な
ど
が
「
佐
夜
中
山
」
あ
る
い
は
「
佐
夜

長
山
」
と
記
す
名
所
を
、『
浅
茅
』
名
所
部
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』

は
「
佐
野
山
（
さ
や
の
や
ま
）」
と
記
す
と
い
う
違
い
も
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
一
般
に
「
荒
乳
山
」
と
表
記
さ
れ
る
名
所
を
『
浅
茅
』

名
所
部
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
は
「
荒
血
山
」
と
記
し
て
い
る

な
ど
。
要
す
る
に
、『
浅
茅
』
名
所
部
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と

は
、
そ
の
よ
う
な
や
や
特
殊
と
も
み
ら
れ
る
表
記
を
共
通
し
て
用

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
浅
茅
』
名
所
部
に
収
め
る
名
所
和
歌
が
『
名
所
和
歌

抄
出
』
に
ど
れ
ほ
ど
一
致
す
る
の
か
を
見
て
み
る
と
、

○
名
所
和
歌

イ

『
浅
茅
』
名
所
部
に
収
め
る
歌
の
総
数

一
八
七
首

ロ

イ
の
う
ち
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
一
致
す
る
数

一

一
八
首
（
＋
四
二
例
）

ハ

イ
に
対
し
て
ロ
の
占
め
る
割
合
六
三
・
一
％
（
八
五
・

六
％
）

（
右
の
数
値
は
小
数
点
以
下
第
二
位
を

四
捨
五
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
じ
）

『
浅
茅
』
名
所
部
の
名
所
和
歌
で
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
一
致

す
る
も
の
は
一
一
八
首
、
そ
の
割
合
は
六
三
・
一
％
％
と
な
り
、

こ
れ
は
あ
ま
り
高
い
数
値
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ

し
、
注
意
す
べ
き
は
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
名
所
に
は
、
歌
の
掲

げ
ら
れ
て
い
な
い
名
所
が
多
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

○
右
の
ロ
に
準
ず
る
も
の
（
四
二
例
の
う
ち
）

（
集
付
な
ど
の
朱
書
を
特
に
区
別
し
て
示
す
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。
以
下
同
じ
）

『
浅
茅
』
名
所
部

小
倉

古夕
月
夜
を
く
ら
の
山
に
鳴
鹿
の
こ
ゑ
の
う
ち
に
や
秋
は
く
る

ら
ん

谷
の
梯

も
み
ち

野

里
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『
名
所
和
歌
抄
出
』

小
倉

古夕
月
夜
同鹿
後
撰郭
公
金谷
の
梯
紅
葉
し
に
け
り

千桜

と
も
し
堀駒
同轡

虫
新
古鳴

鹿
の
音
を
の
み
そ
鳴

同こ
よ
ひ
の
月
同ふ

も
と
の
野
へ
の
花
薄
同麓

の
里

同木
す
ゑ
に
は
る
ゝ
月
を
見
る
か
な

『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
は
、「
小
倉
」
に
関
連
す
る
こ
と
ば
や

歌
の
一
部
分
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
一

首
全
体
の
姿
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
名
所
和

歌
抄
出
』
に
見
え
る
「
夕
月
夜
」「
鹿
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、『
浅

茅
』
名
所
部
の
「
夕
月
夜
」
と
い
う
歌
に
照
応
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
ば
と
『
浅

茅
』
名
所
部
の
歌
と
が
照
応
し
て
い
る
も
の
は
、
計
四
二
例
に
上

る
。
そ
こ
で
こ
の
四
二
例
を
先
ほ
ど
の
一
一
八
首
に
加
え
る
と
、

計
一
六
〇
首
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、『
浅
茅
』
名
所
部
に
収
め
る

和
歌
の
八
五
・
六
％
ま
で
が
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
照
応
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

詳
細
は
前
掲
拙
稿(6)に
譲
る
が
、
以
上
の
こ
と
が
ら
を
総
合
す
る

と
、
宗
祇
の
連
歌
学
書
で
あ
る
『
浅
茅
』
の
名
所
部
と
岩
瀬
文
庫

蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
は
、
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
た
。『
浅
茅
』
名
所
部
に
典
拠
と
い
う
も
の
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
ご

く
近
い
も
の
、
よ
く
似
た
名
所
歌
集
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が

た
か
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。

二

宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和

歌
抄
出
』

そ
の
後
、
平
成
二
八
年
に
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
翻
刻
を
文
栄

堂
か
ら
公
刊
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
、
関
連
す
る
こ
と
が
ら
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
は
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
い
う
名
所
歌
集
の
影
響
が
『
浅

茅
』
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宗
祇
の
他
の
著
作
、
た
と
え
ば
宗
祇

作
と
さ
れ
る
『
万
葉
集
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
万
葉
抄
』、
さ
ら

に
は
彼
の
連
歌
作
品
に
も
及
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
そ
う
し
た
こ
と
が
わ
た
く
し
の
最
近
の
主
な
研
究
課
題

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
章
で
は
宗
祇
『
万
葉
抄(7)』
と
岩
瀬
文

庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い(8)。

ま
ず
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
に
収
め
る
歌
の
総
数
に
つ
い
て
諸
説
を

掲
げ
て
お
く
。

第
一
節

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
総
歌
数

宗
祇
『
万
葉
抄
』（
広
本
）
は
文
明
六
（
一
四
七
四
）
年
以
降
同
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一
四
年
ま
で
の
成
立
か
と
推
定
さ
れ(9)、
収
め
る
万
葉
歌
の
総
数
に

つ
い
て
は
、
従
来
次
の
よ
う
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

・
渋
谷
虎
雄
「
万
葉
集
抄
」（
日
本
古
典
文
学
大
辞
典(10)）
…
一
一

六
〇
余
首

・
小
島
吉
雄
「
宗
祇
と
兼
載
の
万
葉
集
研
究(11)」
…
一
一
六
〇
首

・
両
角
倉
一
『
宗
祇
連
歌
の
研
究(12)』
…
一
一
六
三
首

・
拙
稿
「
中
世
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
享
受
の
一
様
相

『
名

所
和
歌
抄
出
』
を
中
心
に(13
)」

…
一
一
三
七
首

一
一
六
〇
首
余
り
と
い
う
の
が
学
界
の
共
通
認
識
の
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
拙
稿
の
計
算
の
み
一
一
三
七
首
と
三
〇
首

程
少
な
い
が
、
こ
れ
は
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
本
文

の
比
較
を
す
る
た
め
に
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
か
ら
万
葉
歌
の
一
首

全
体
の
掲
出
で
は
な
い
抜
粋
二
三
首
と
異
伝
歌
二
首
と
を
か
り
に

除
い
た
た
め
で
あ
る
。

第
二
節

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
う
ち
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄

出
』
に
一
致
す
る
歌

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
総
歌
数
一
一
三
七
首
の
う
ち
岩
瀬
文
庫

蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
一
致
す
る
歌
…
計
一
〇
一
首

割
合
（
％
）

一
〇
一
首
／
一
一
三
七
首

＝
八
・
九
％

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
全
歌
数
を
い
ま
仮
に
わ
た
く
し
の
試
算
通

り
一
一
三
七
首
だ
と
す
る
と
、
そ
の
中
で
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和

歌
抄
出
』
に
一
致
す
る
歌
は
、
右
に
掲
げ
た
一
〇
一
首
と
な
り
、

ま
た
そ
の
一
〇
一
首
が
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
全
歌
数
に
占
め
る
割

合
は
八
・
九
％
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
第
一
章
で
の

『
浅
茅
』
名
所
部
に
お
け
る
六
三
・
一
％
、
あ
る
い
は
八
五
・
六

％
に
比
べ
る
と
か
な
り
低
い
数
値
と
み
ら
れ
る
か
と
思
う
。

第
三
節

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
う
ち
『
万
葉
集
抜
書(14)』
に
一
致
す

る
歌

第
二
節
と
同
様
の
計
算
を
『
万
葉
集
抜
書
』
と
い
う
書
物
に
つ

い
て
も
行
っ
て
み
た
。

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
総
歌
数
一
一
三
七
首
の
う
ち
『
万
葉
集

抜
書
』
に
一
致
す
る
歌
…
計
一
〇
六
七
首

割
合
（
％
）

一
〇
六
七
首
／
一
一
三
七
首
九
三
・
八
％

『
万
葉
集
抜
書
』
に
つ
い
て
は
こ
の
三
月
に
景
井
詳
雅
氏
が

「
宗
祇
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
抄
出
本
『
万
葉
集
』
で
あ
り
、

『
宗
祇
万
葉
抄
』
の
土
台
と
な
っ
た
歌
書
で
も
あ
っ
た
」
と
指
摘

さ
れ(15)、
写
本
と
し
て
は
石
川
武
美
記
念
図
書
館
蔵
本
（
旧
お
茶
の

水
図
書
館
蔵
本
）
と
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
と
の
二
書
が
知
ら
れ
る
。
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右
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
ち
ら
は
一
致
す
る
歌
が
一
〇
六
七
首
、

そ
の
割
合
は
九
三
・
八
％
と
い
う
結
果
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
宗

祇
『
万
葉
抄
』
の
歌
は
数
的
に
見
て
も
割
合
か
ら
見
て
も
、『
名

所
和
歌
抄
出
』
よ
り
も
『
万
葉
集
抜
書
』
の
方
に
よ
り
一
致
す
る

度
合
い
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
が
ほ
と
ん

ど
関
係
を
有
さ
な
い
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
は
言
い
切
れ

な
い
。
た
と
え
ば
、
両
者
に
は
漢
字
や
仮
名
の
違
い
以
外
、
異
同

の
見
ら
れ
な
い
歌
が
計
三
七
首
数
え
ら
れ
、
本
文
の
近
さ
が
う
か

が
え
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
両
者
の
本
文
の
異
同
に
つ

い
て
、『
万
葉
集
抜
書
』
も
含
め
て
検
討
し
て
み
る
。

第
四
節

宗
祇
『
万
葉
抄
』（「
宗
」）
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和

歌
抄
出
』（「
岩
」）、『
万
葉
集
抜
書
』（「
抜
書
」）
と
の

本
文
の
比
較
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

な
お
、
通
行
の
『
万
葉
集
』
の
本
文
お
よ
び
現
代
語
訳
の
引
用

は
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。

Ａ

ま
ず
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄

出
』
と
で
漢
字
や
仮
名
の
違
い
以
外
に
異
同
の
見
ら
れ
な
い
三
七

例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
『
万
葉
集
』
四
六

阿あ

騎き

乃の

野の

尓に

宿や
ど
る

旅た
び

人ひ
と

打う
ち

靡な
び
き

寐
毛
宿
良
目
八
方

い

も

ぬ

ら

め

や

も

古
部
念
尓

い
に
し
へ
お
も
ふ
に

（
巻
一
・
柿
本
人
麻
呂
）

（
歌
意
）
阿
騎
の
野
に
仮
寝
す
る
旅
人
た
ち
は
、
伸
び
伸
び

と
く
つ
ろ
い
で
眠
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
往
事
の

こ
と
を
思
う
と
。

宗

安
騎
の
ゝ
に
宿
る
旅
人
打
靡
き
い
も
ね
ら
れ
し
や
古
へ

思
ふ
に

岩
万
十
一

あ
き
の
ゝ
に
や
と
る
旅
人
打
な
ひ
き
い
も
ね
ら
れ
し
や

い
に
し
へ
お
も
ふ
に

抜
書

（
当
該
歌
な
し
）

①
の
例
に
お
い
て
、
通
行
の
『
万
葉
集
』
四
六
番
歌
は
第
四
句

を
「
い
も
ぬ
ら
め
や
も
」
と
訓
む
。
そ
れ
に
対
し
て
宗
祇
『
万
葉

抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
は
同
じ
く
「
い
も
ね

ら
れ
し
や
」
と
訓
ん
で
い
る
。
一
方
、『
万
葉
集
抜
書
』
は
当
該

歌
を
載
せ
て
い
な
い
。

②
『
万
葉
集
』
四
八

東
ひ
む
が
し
の

野の
に

炎
か
ぎ
ろ
ひ
の

立た

所つ

飲見
而

み
え
て

反
見
為
者

か
へ
り
み
す
れ
ば

月つ
き

西
渡

か
た
ぶ
き
ぬ

（
巻
一
・
柿
本
人
麻
呂
）

（
歌
意
）
東
の
野
に
陽
炎
の
立
つ
の
が
見
え
て
、
振
り
返
っ

て
見
る
と
月
は
西
に
傾
い
て
し
ま
っ
た
。
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・
賀
茂
真
淵
以
前
の
訓
み
「
あ
づ
ま
野
の
け
ぶ
り
の
立
て
る
所

見
て
か
へ
り
み
す
れ
ば
月
傾
き
ぬ
」

（
新
大
系
脚
注
）

宗

あ
つ
ま
野
の
煙
の
た
て
る
所
み
て
か
へ
り
み
す
れ
は
月

か
た
ふ
き
ぬ

岩
万
一あ

つ
ま
野
の
煙
の
た
て
る
所
み
て
か
へ
り
み
す
れ
は

月
かか
た
ふ
き
ぬ

抜
書

あ
つ
ま
野
に
け
ふ
り
の
た
て
る
所
み
て
か
へ
り
み
す

れ
は
月
か
た
ふ
き
ぬ

②
の
例
で
は
、『
万
葉
集
』
48
番
歌
の
初
句
か
ら
第
三
句
を
通

行
の
『
万
葉
集
』
は
「
ひ
む
が
し
の
の
に
か
ぎ
ろ
ひ
の
た
つ
み
え

て
」
と
訓
ん
で
い
て
、
こ
の
訓
は
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
新
大
系
脚
注
に
は
「
こ
こ
に
示
し
た
訓
み
下
し
は

賀
茂
真
淵
の
案
出
し
た
も
の
で
、
彼
以
前
の
訓
み
は
「
あ
づ
ま
野

の
け
ぶ
り
の
立
て
る
所
見
て
か
へ
り
み
す
れ
ば
月
傾
き
ぬ
」。」
で

あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
従
来
「
あ
づ
ま
野
の
け
ぶ
り

の
立
て
る
所
見
て
」
と
い
う
訓
み
で
あ
っ
た
も
の
を
、
真
淵
が

「
ひ
む
が
し
の
の
に
か
ぎ
ろ
ひ
の
た
つ
み
え
て
」
と
い
う
新
し
い

訓
を
創
り
出
し
そ
れ
が
人
口
に
膾
炙
し
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

真
淵
以
前
の
「
あ
づ
ま
野
の
け
ぶ
り
の
立
て
る
所
見
て
」
と
い
う

訓
み
は
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』

に
一
致
し
て
い
る
が
、「
あ
づ
ま
野
に
」
と
記
す
『
万
葉
集
抜
書
』

に
は
一
致
し
て
い
な
い
。

③
『
万
葉
集
』
二
五
六

飼
飯
海
乃

け
ひ
の
う
み
の

庭
好
有
之

に
は
よ
く
あ
ら
し

苅
薦
乃

か
り
こ
も
の

乱
出
所
飲見

み
だ
れ
て
い
づ
み
ゆ

海
人
釣
船

あ
ま
の
つ
り
ぶ
ね

一
本
云
、
武
庫
乃
海

む
こ
の
う
み

尓
波
好
有
之

に
は
よ
く
あ
ら
し

伊
射
里
為
流

い

ざ

り

す

る

海
部
乃
釣
船

あ
ま
の
つ
り
ぶ
ね

浪
上
従
飲所

な
み
の
う
へ
ゆ
み
ゆ

）

（
巻
三
・
柿
本
人
麻
呂
）

（
歌
意
）
飼
飯
の
海
の
漁
場
は
穏
や
か
で
あ
る
ら
し
い
。（
刈

薦
の
）
入
り
乱
れ
て
漕
ぎ
出
て
行
く
の
が
見
え
る
。
海
人

の
釣
り
船
が
。

宗

気
比
の
海
の
に
は
よ
く
あ
ら
し
か
り
こ
も
の
乱
て
み
ゆ

る
あ
ま
の
つ
り
舟

に
は
よ
く
あ
ら
し
と
は
な
き
た
る
時
を
云
也
。
か

り
こ
も
は
み
た
る
ゝ
と
い
は
ん
た
め
也
。

岩
万
三け

ひ
の
海
の
に
は
よ
く
あ
ら
し
か
り
こ
も
の
乱
て
み
ゆ

る
海
士
の
釣
舟

抜
書

け
ひ
の
海
の
に
は
よ
く
あ
ら
し
か
り
こ
も
の
乱
出
て

み
ゆ
あ
ま
の
つ
り
舟
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通
行
の
『
万
葉
集
』
二
五
六
番
歌
は
第
四
句
を
「
み
だ
れ
て
い

づ
み
ゆ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
「
乱
（
れ
）
て
み
ゆ
る
」
と

訓
み
共
通
し
て
い
る
。『
万
葉
集
抜
書
』
は
「
乱
（
れ
）
出
（
で
）

て
み
ゆ
」
あ
る
い
は
「
乱
（
れ
）
出
て
み
ゆ
」
と
訓
ん
で
お
り
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
通
行
の
『
万
葉
集
』
の
訓
み
に
近
い
よ
う
で

あ
る
。

以
上
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
で
本
文
の

一
致
す
る
三
七
例
の
う
ち
三
例
を
掲
げ
て
検
討
し
た
が
、
三
例
と

も
『
万
葉
集
抜
書
』
に
当
該
歌
が
見
当
た
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、

『
万
葉
集
抜
書
』
と
は
本
文
の
一
致
し
な
い
と
い
う
例
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
以
上
の
三
七
例
に
つ
い
て
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』、
岩
瀬
文

庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』、『
万
葉
集
抜
書
』
と
い
う
三
者
の
関
係

を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
三
七
例
の
内
訳

二
七
例
…
宗
祇
『
万
葉
抄
』・『
名
所
和
歌
抄
出
』・『
万
葉

集
抜
書
』
の
三
者
の
本
文
が
一
致

六
例
…
『
万
葉
集
抜
書
』
の
本
文
は
宗
祇
『
万
葉
抄
』・

『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
一
致
せ
ず

四
例
…
『
万
葉
集
抜
書
』
に
当
該
歌
見
え
ず

す
な
わ
ち
、
三
七
例
の
う
ち
一
〇
例
は
『
万
葉
集
抜
書
』
に
当

該
歌
が
見
え
な
か
っ
た
り
、
本
文
が
異
な
っ
て
い
た
り
す
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、『
万
葉
集
抜
書
』
が
、
数

的
に
見
て
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
主
要
な
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
に
し

て
も
、
解
決
し
き
れ
な
い
問
題
も
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
今
後
の

検
討
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｂ

宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
で

本
文
に
異
同
の
見
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

④
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
誤
字
、
脱
字
等
が
あ
り
、

そ
れ
を
傍
書
等
に
よ
り
訂
正
し
て
い
る
場
合

二
六
六
・
三

七
一
・
九
五
七
・
三
〇
九
七
の
四
首
（
二
六
六
に
二
箇
所
な
の

で
計
五
箇
所
）

九
五
七
万
六い

さ
や
こ
ら
か
し
ゐ
の
か
た
に
白
妙
の
袖
さ
へ
ぬ

きれ

て
朝
な
つ
み
て
ん

（
傍
書
「
れ
」。「
き
」
に
見
せ
消
ち
）

三
七
一
万
三お

ふ
の
う
み
の
河
原
の
ち
と
り
な
か
鳴
は
我
さ
ほ

川
の
お
も
ほ
らゆ

く
に

（
傍
書
「
ゆ
」）

三
〇
九
七
万
十
二

篠
の
く
ま
ひ
の
川

く
ま

に
駒
と
め
て
し
は
し
水
か
へ
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か
け
を
た
に
み
ん

（
傍
書
「
く
ま
」）

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
『
万
葉
集
』
九
五
七
番
歌

の
第
四
句
を
「
袖
さ
へ
ぬ
き
て
」
と
記
し
、「
き
」
に
見
せ
消
ち

を
付
し
、
ま
た
「
き
」
の
右
側
に
傍
書
で
「
れ
」
と
記
す
。
つ
い

で
『
万
葉
集
』
三
七
一
番
歌
の
第
五
句
に
つ
い
て
、
岩
瀬
文
庫
蔵

『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
「
お
も
ほ
ら
く
に
」
と
記
す
も
の
の
、
右

側
に
「
ゆ
」
を
添
え
る
。
さ
ら
に
、『
万
葉
集
』
三
〇
九
七
番
歌

の
第
二
句
に
つ
い
て
は
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は

「
ひ
の
川
に
」
と
記
し
た
右
側
に
「
く
ま
」
を
添
え
て
い
る
。
い

ず
れ
の
場
合
も
見
せ
消
ち
と
傍
書
に
よ
っ
て
本
文
の
誤
字
・
脱
字

の
訂
正
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

⑤
『
万
葉
集
』
二
五
一

粟
路
之

あ
は
ぢ
の

野
嶋
之
前
乃

の
し
ま
の
さ
き
の

浜
風
尓

は
ま
か
ぜ
に

妹
之
結

い
も
が
む
す
び
し

紐
吹
返

ひ
も
ふ
き
か
へ
す

（
巻
三
・
柿
本
人
麻
呂
）

（
歌
意
）
淡
路
の
野
島
の
崎
の
浜
風
に
、
家
の
妻
が
結
ん
で

く
れ
た
旅
衣
の
紐
を
吹
き
返
さ
せ
て
い
る
。

宗

あ
は
み
ち
の
野
し
ま
か
崎
の
浜
風
に
妹
か
結
し
ひ
も
吹

か
へ
す

岩
万
三あ
つ
ま
ち
の
野
し
ま
か
崎
の
は
ま
風
に
い
も
か
結
ひ
し

ひ
も
吹
返
す

抜
書

あ
は
み
ち
の
野
嶋
か
さ
き
の
浜
風
に
い
も
か
む
す
ひ

し
ひ
も
吹
か
へ
す

⑤
の
場
合
、
通
行
の
『
万
葉
集
』
二
五
一
番
歌
は
初
句
を
「
あ

は
ぢ
の
」
と
訓
み
、
字
足
ら
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
宗
祇

『
万
葉
抄
』
は
「
あ
は
み
ち
の
」
と
訓
み
、
字
足
ら
ず
を
解
消
し

て
お
り
、『
万
葉
集
抜
書
』
の
「
あ
は
み
ち
の
」
に
一
致
し
て
い

る
。
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
当
該
歌
を
「
安
房
国
」

に
入
れ
て
い
て
、「
あ
つ
ま
ち
の
野
し
ま
か
崎
」
を
「
東
海
道

（
安
房
国
）
の
野
島
が
崎
」
と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
で
、
通
行
の

『
万
葉
集
』
が
「
野
し
ま
の
崎
」
を
現
在
の
兵
庫
県
の
「
淡
路
」

に
比
定
す
る
の
と
は
見
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
つ
い
で
に
い
え
ば
、

宗
祇
『
万
葉
抄
』
な
ど
の
「
あ
は
み
ち
」
に
つ
い
て
は
、
歌
こ
と

ば
歌
枕
大
辞
典
、
角
川
古
語
大
辞
典
な
ど
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な

い
が
、『
万
葉
集
』
二
五
一
番
歌
の
初
句
を
訓
読
み
し
た
も
の
だ

ろ
う
か
。

⑥
『
万
葉
集
』
一
一
七
二

何
処
可

い
づ
く
に
か

舟
乗
為
家
牟

ふ
な
の
り
し
け
む

高
嶋
之

た
か
し
ま
の

香
取
乃
浦
従

か
と
り
の
う
ら
ゆ

己
芸
出
来
船

こ
ぎ
で
く
る
ふ
ね

（
巻
七
）

（
歌
意
）
ど
こ
で
船
に
乗
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
島
の
香

取
の
浦
か
ら
漕
ぎ
出
し
て
来
る
船
は
。
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宗

い
つ
く
に
か
ふ
な
の
り
す
ら
む
高
嶋
の
か
と
り
の
浦
に

こ
き
い
つ
る
ふ
ね

岩
万
七い
つ
く
に
か
舟
の
り
し
け
ん
高
嶋
の
か
と
り
の
浦
に
こ

き
出
る
舟

抜
書

い
つ
く
に
か
舟
の
り
す
ら
ん
高
嶋
の
香
取
の
浦
に
こ

き
出
る
舟

通
行
の
『
万
葉
集
』
一
一
七
二
番
歌
が
第
二
句
を
「
ふ
な
の
り

し
け
む
」
と
訓
む
の
に
対
し
て
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
は
「
ふ
な
の

り
す
ら
む
」
と
訓
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
が
『
万

葉
集
抜
書
』
の
「
舟
の
り
す
ら
ん
」
で
、
一
方
、
岩
瀬
文
庫
蔵

『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
「
ふ
な
の
り
し
け
ん
」
で
、
通
行
の
『
万

葉
集
』
の
訓
に
近
似
す
る
。
す
な
わ
ち
、
⑤
と
⑥
の
場
合
、
宗
祇

『
万
葉
抄
』
の
本
文
は
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
は

一
致
せ
ず
、『
万
葉
集
抜
書
』
に
一
致
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。

第
五
節

宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』

の
一
致
箇
所
の
偏
在

宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
で
本

文
に
異
同
の
な
い
先
の
三
七
首
の
万
葉
歌
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』

の
ど
の
巻
に
属
す
る
か
、
そ
の
巻
数
を
調
べ
て
み
た
の
が
次
表
で

あ
る
（
歌
番
号
は
、『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
。
歌
順
は
宗
祇
『
万
葉
抄
』

の
そ
れ
に
し
た
が
う
）。

表
巻
一

四
八
・
四
六
・
一
二

二

一
三
二

三

三
七
五
・
三
一
八
・
二
五
六
・
四
四
六
・
四
一
八

四

五
〇
一
・
四
九
六
・
五
六
七
・
五
六
一
・
五
七
五

五

八
五
四

六

一
〇
六
六
・
一
〇
三
〇
・
九
四
五
・
九
一
九

七

一
三
一
五
・
一
一
五
六
・
一
二
三
一
・
一
二
二

〇
・
一
二
四
六
・
一
二
三
〇

八

（
該
当
歌
な
し
）

九

一
七
三
〇
・
一
六
九
九
・
一
七
一
〇

十

二
一
九
三
・
二
三
三
一

十
一

二
四
五
六
・
二
七
二
七

十
二

三
〇
七
二
・
三
〇
八
七
・
三
一
七
三

十
三

（
該
当
歌
な
し
）

十
四

（
該
当
歌
な
し
）

十
五

（
該
当
歌
な
し
）

十
六

（
該
当
歌
な
し
）

十
七

四
〇
一
八
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十
八

四
〇
九
七

十
九

（
該
当
歌
な
し
）

二
十

（
該
当
歌
な
し
）

右
の
表
に
よ
る
と
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』

と
で
本
文
に
異
同
の
な
い
先
の
三
七
首
は
、『
万
葉
集
』
の
巻
一

か
ら
巻
十
二
ま
で
に
集
中
し
て
い
る
、
い
い
か
え
れ
ば
偏
在
し
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
宗
祇
は
『
万
葉

抄
』
を
著
す
際
に
、
巻
十
二
以
前
の
万
葉
歌
の
本
文
に
つ
い
て
、

『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
近
い
名
所
歌
集
を
参
照
し
た
と
い
う
可
能

性
も
否
定
し
き
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
六
節

宗
祇
『
万
葉
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』

に
収
め
る
万
葉
歌
の
歌
数

・
宗
祇
『
万
葉
抄
』
…
一
一
三
七
首

・『
名
所
和
歌
抄
出
』
…
一
五
八
首

宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
万
葉
歌
の
歌
数
は
一
一
三
七
首
、『
名
所

和
歌
抄
出
』
は
一
八
七
首
の
う
ち
の
一
五
八
首
で
あ
り
、
両
者
に

は
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
。『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
本
来
な
ら

ば
宗
祇
『
万
葉
抄
』
に
対
し
て
主
要
な
典
拠
と
は
な
り
え
な
い
規

模
の
歌
集
な
の
で
あ
る
が
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
な
本
文
の
近

さ
、
ま
た
一
致
箇
所
の
偏
在
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
両
者
に
は
何

ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
名

所
和
歌
抄
出
』
は
宗
祇
『
万
葉
抄
』
に
関
し
て
も
、
限
定
的
な
が

ら
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

三

宗
祇
の
連
歌
作
品
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
名
所
「
藤
江
浦
」
に
次
の

よ
う
な
記
述
が
み
え
る(16)。

藤
江
浦

新
古か
も
め
ゐ
る
藤
え
の
浦
の
奥
つ
洲
に
夜
舟
い
さ
よ
ふ
月
の
さ

や
け
さ

万
六沖
つ
な
み
万
三す
ゝ
き
ち
る
続
後
拾
岸

万
六
長
藻
塩
焼

万
六い
さ
り

す
る

「
藤
江
浦
」
と
い
う
歌
枕
に
つ
い
て
、「
か
も
め
ゐ
る
」
と
い

う
『
新
古
今
和
歌
集
』
一
五
五
四
の
歌
と
「
万
六沖
つ
な
み
」
以
下
五

語
の
寄
合
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
「
万
三す
ゝ
き

ち
る
」
で
、
集
付
に
「
万
三
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
『
万
葉
集
』

（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
三
に
由
来
す
る
も
の
と
み
な
さ

れ
る
。
そ
こ
で
『
万
葉
集
』
巻
三
・
二
五
二
を
見
る
と
、

荒
た
へ
の
藤
江
の
浦
に
す
ず
き
釣
る
海
人
と
か
見
ら
む
旅
行

く
わ
れ
を
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一
本
に
云
く
、「
白
た
へ
の
藤
江
の
浦
に
い
ざ
り
す
る
」

と
い
ふ
。

と
い
う
柿
本
人
麻
呂
の
歌
が
見
え
る
。
歌
意
は
「（
荒
た
へ
の
）
藤

江
の
浦
で
ス
ズ
キ
を
釣
る
海
人
と
見
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
、
旅
行

く
私
を
」。
問
題
は
、『
万
葉
集
』
の
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
が
、

『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
お
い
て
は
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
上
代
の
『
万
葉
集
』

に
お
い
て
「
鱸
（
す
ず
き
）」
と
い
う
魚
類
を
表
す
こ
と
ば
で
あ
っ

た
も
の
が
、
中
世
の
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
お
い
て
は
「
薄
（
す

す
き
）」
と
い
う
植
物
を
示
す
こ
と
ば
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
い

う
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
「
鱸
」
は
全
長
一
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
海
産
魚
、
成

長
に
つ
れ
て
名
前
の
変
わ
る
出
世
魚
で
、『
平
家
物
語
』（
岩
波
新

日
本
古
典
文
学
大
系
）
の
巻
一
・
鱸
の
「（
平
清
盛
が
）
伊
勢
の
海
よ

り
、
船
に
て
熊
野
へ
参
ら
れ
け
る
に
、
お
ほ
き
な
る
鱸
の
、
船
に

躍
り
入
た
り
け
る
を
」
は
、
平
家
一
門
の
繁
栄
の
予
兆
を
示
す
描

写
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
万
葉
集
』
二
五
二
の
「
鱸

（
す
ず
き
）
釣
る
」
に
特
に
祝
意
は
う
か
が
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
は
「（
植
物
の
）
薄
の
穂
が
ほ
う
け

て
飛
散
す
る
」
意
（
角
川
古
語
大
辞
典
）
と
い
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
宗
祇
以
前
の
和
歌
史
に
お
い
て
「
鱸

（
す
ず
き
）
釣
る
」
と
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
の
い
ず
れ
が
よ
り

多
く
用
い
ら
れ
た
か
を
新
編
国
歌
大
観
で
調
べ
て
み
る
と
、
次
の

よ
う
な
結
果
に
な
る
。

鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
…
三
四
例

薄
（
す
す
き
）
散
る
…
六
例

「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
看
て

取
れ
る
。
な
お
、「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
の
も
っ
と
も
早
い
用
例

は
『
万
葉
集
』
の
例
の
二
五
二
番
歌
で
あ
り
、
遅
い
用
例
は
『
玉

葉
和
歌
集
』（
新
編
国
歌
大
観
Ｄ
Ｖ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
に
よ
る
）
に
載
せ

る
藤
原
為
家
の
次
の
よ
う
な
歌
か
と
思
わ
れ
る
。

暮
る
る
ま
に
す
ず
き
つ
る
ら
し
夕
塩
の
ひ
が
た
の
う
ら
に
あ

ま
の
袖
み
ゆ

一
方
、「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
の
最
古
の
用
例
は
鎌
倉
初
期
、

『
土
御
門
院
御
百
首
』（
新
編
国
歌
大
観
Ｄ
Ｖ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
に
よ
る
）

に
見
え
る
次
の
よ
う
な
歌
か
と
推
察
さ
れ
る
。

す
す
き
ち
る
秋
の
野
風
の
い
か
な
ら
ん
よ
る
な
く
虫
の
声
の

さ
び
し
き

な
お
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
は
『
万
葉
集
』
二
五
二
番
歌
を
次
の

よ
う
に
記
す
。

白
妙
の
藤
江
の
浦
に
い
さ
り
す
る
あ
ま
と
か
み
ら
ん
旅
ゆ
く

我
を
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宗
祇
『
万
葉
抄
』
は
、
問
題
の
箇
所
を
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」

で
も
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
で
も
な
く
、「
い
さ
り
す
る
」
と
記

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
掲
の
『
万
葉
集
』
二
五
二
番
歌

の
「
一
本
」
の
記
述
に
照
応
し
て
い
る
。「
い
ざ
り
」
と
は
「
魚

介
を
と
る
こ
と
」（
角
川
古
語
大
辞
典
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
な

お
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
も
鎌
倉
初
期

以
降
用
例
が
見
ら
れ
、
そ
の
頃
か
ら
両
者
は
共
存
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
宗
祇
は
自
身
の
連
歌
に
お
い
て
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」

と
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
の
ど
ち
ら
を
よ
り
多
く
用
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
連
歌
大
観
に
よ
っ
て
見
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
結

果
に
な
る
。

鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
…
用
例
な
し

薄
（
す
す
き
）
散
る
…
八
例

室
町
初
期
以
前
の
和
歌
史
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
宗
祇
の
連

歌
作
品
で
は
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
の
方
が
多
数
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
用
例
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
『
老
葉
』
に
は
、

す
す
き
ち
る
夜
の
風
の
さ
び
し
さ

き
り
ぎ
り
す
か
た
ぶ
く
月
に
声
ふ
け
て

と
あ
り
、
こ
れ
は
先
述
の
『
土
御
門
院
御
百
首
』
の
「
す
す
き
ち

る
秋
の
野
風
の
い
か
な
ら
ん
」
と
い
う
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
か
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
『
下
草
』
に
も
、

あ
ら
し
の
露
に
月
な
ま
た
れ
そ

薄
ち
る
野
は
夕
か
げ
の
を
ぐ
ら
山

と
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
は
、
秋

の
夕
べ
や
夜
、
月
光
の
下
で
折
か
ら
の
嵐
に
薄
の
穂
が
ほ
う
け
て

飛
散
す
る
様
子
を
表
す
こ
と
ば
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
注
目

す
べ
き
は
、
宗
祇
が
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
を
自
ら
の
連
歌
に

ほ
と
ん
ど
用
い
ず
、
一
方
、「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
を
少
な
か
ら

ず
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
宗
祇
は
や

や
即
物
的
な
「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
よ
り
も
、「
薄
（
す
す
き
）

散
る
」
と
い
う
幻
想
的
な
表
現
の
方
を
好
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
を
選
択
し
た
宗
祇
は
、

「
鱸
（
す
ず
き
）
釣
る
」
を
優
位
に
位
置
づ
け
る
従
来
の
万
葉
的

な
和
歌
観
に
、
一
種
の
異
議
を
唱
え
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、

そ
の
こ
と
は
、
中
世
の
和
歌
史
、
文
学
史
が
宗
祇
に
よ
っ
て
あ
る

屈
折
を
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
う
る
か
も

知
れ
な
い
。

四

『
宗
祇
名
所
和
歌
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』

愛
知
県
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
『
蓬
廬
雑
鈔
』（
六

二
〇
三
）
第
十
六
冊
に
興
味
ぶ
か
い
名
所
歌
集
が
収
め
ら
れ
て
い
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る
。
一
首
に
い
く
つ
か
の
名
所
を
詠
み
込
ん
で
名
所
を
覚
え
や
す

く
し
た
も
の
で
あ
る
。『
内
裏
名
所
百
首
』
の
三
百
首
の
抄
出
本

に
付
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
初
心
者
向
け
の
名
所
歌
集

と
考
え
ら
れ
る
。
末
尾
の
識
語
に

宗
祇
在
判

以
上
六
十
余
州
大
略
如
此

于
時
永
祿
九
年
丙寅
八
月
廿
三
日

宗
祇
の
名
前
と
永
祿
九
（
一
五
六
六
）
年
と
い
う
年
号
が
見
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
所
歌
集
を
か
つ
て
わ
た
く
し
に
『
宗
祇
名

所
和
歌
』
と
名
付
け
た(17)。
歌
数
は
計
九
一
首
、
冒
頭
と
末
尾
を
掲

げ
る
と
、

一

山
城
や
賀
茂
の
神
山
日
影
山
か
た
岡
た
ゝ
す
貴
船
山
し

な
二

山
城
や
木
幡
音
羽
に
笠
取
や
岩
田
宇
治
山
真
木
の
嶋
山

三

山
城
や
大
原
小
野
に
音
無
や
嵯
峨
嵐
山
松
の
尾
の
や
ま

（
中
略
）

九
一

つ
し
ま
に
は
対
馬
の
わ
た
り
浅
ち
山
こ
れ
ら
の
外
は

み
え
ぬ
成
け
り

冒
頭
の
歌
に
は
「
賀
茂
」「
神
山
」「
日
影
山
」「
か
た
岡
」

「
た
ゝ
す
」「
貴
船
」「
山
し
な
」
の
計
七
箇
所
の
歌
枕
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
冒
頭
歌
か
ら
三
番
歌

に
詠
ま
れ
た
歌
枕
が
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
冒
頭

の
歌
枕
と
順
序
ま
で
も
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
岩
瀬
文
庫
蔵

『
名
所
和
歌
抄
出
』
冒
頭
の
歌
枕
を
左
に
掲
げ
る
。
×
印
は
『
宗

祇
名
所
和
歌
』
に
見
当
た
ら
な
い
名
所
で
あ
る
。

賀
茂
、
神
山
、
日
影
山
、
×
御
手
洗
、
片
岡
、
(糺
カ
）

紀
宮
、
貴
布

禰
、
×
瀬
見
小
川
、
×
有
栖
河
、
×
齋
院
、
山
階
、
×
鏡
山
、

木
幡
、
音
羽
、
笠
取
山
、
岩
田
、
宇
治
、
×
朝
日
山
、
槇
嶋
、

×
橘
小
嶋
、
×
大
椋
入
江
、
大
原
、
×
朧
清
水
、
小
野
山
、

音
無
滝
、
嵯
峨
、
嵐
山
、
松
尾
、（
下
略
）

両
者
の
密
接
な
関
わ
り
が
み
て
と
れ
る
。
そ
う
し
た
関
係
は
冒

頭
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
箇
所
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、『
宗
祇
名
所
和
歌
』
の
五
畿
内
の
う
ち
二
二

番
歌
ま
で
に
つ
い
て
見
て
み
て
も
、
一
二
一
箇
所
中
八
九
箇
所
、

す
な
わ
ち
、
七
三
・
六
％
の
歌
枕
が
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄

出
』
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
宗

祇
名
所
和
歌
』
は
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
か
ら
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
宗
祇
名
所
和
歌
』

は
、『
浅
茅
』
や
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
よ
う
に
宗
祇
の
著
作
と
認

定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、『
名

所
和
歌
抄
出
』
と
い
う
書
物
が
人
び
と
に
好
ん
で
読
ま
れ
て
い
た

当
時
の
状
況
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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そ
れ
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、
大
谷
大
学
図
書
館
に
も
『
宗
祇

名
所
和
歌
』
に
似
た
名
所
歌
集
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
該
書
は
真
宗
大
谷
派
初
代
講
師
の
恵
空
が
十
七

歳
（
識
語
に
は
十
六
歳
）
の
折
に
書
写
し
た
『
名
所
尽
』（
外
大
一
一

六
一
）
に
収
め
る
名
所
歌
集
で
、『
宗
祇
名
所
和
歌
』
と
同
じ
く

『
内
裏
名
所
百
首
』
の
抄
出
本
に
付
載
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
の
識

語
に
は
、

名
所
尽
終
／
万
治
三
年
雪
月
十
七
日
写
之
訖
／
江
州
栗
太
郡

／
金
森
村
／
恵
空
／
十
六
才
書
之

右
一
冊
者
秘
密
之
書
也
／
都
不
可
外
見
物
也

万
治
三
（
一
六
六
〇
）
年
に
恵
空
が
書
写
し
た
も
の
と
知
ら
れ

る
。
十
七
歳
と
い
う
恵
空
の
年
齢
、
ま
た
『
内
裏
名
所
百
首
』
の

抄
出
本
へ
の
付
載
と
い
う
二
点
か
ら
、
こ
ち
ら
の
名
所
歌
集
も
初

心
者
向
け
の
名
所
歌
集
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恵
空
に
は
真

宗
関
係
を
中
心
と
す
る
著
作
が
多
く
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
『
讃

仏
慈
悲
集
』
二
巻
（
貞
享
五
年
）、『
叢
林
集
』
九
巻
（
享
保
三
年
）

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
大
谷
大
学
図
書
館
に
も
『
観
経
疏
玄
義
分

科
』（
寛
文
十
二
年
写
）、『
御
影
像
記
』（
元
禄
二
年
写
）、『
浄
土
和

讃
二
十
一
首
註
』
ほ
か
多
数
の
自
筆
の
著
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
の
名
所
歌
集
の
歌
数
は
計
一
七
八
首
、
冒
頭
と
末
尾
を

以
下
に
掲
げ
る
。

一

山
城
の
加
茂
の
神
山
日
か
け
山
其
神
山
や
又
御
あ
れ
や

ま
砌

二

石
川
の
せ
み
の
小
川
や
た
ゝ
す
河
御
お
や
の
神
も
（
に
脱
カ
）

か
も

こ
そ
あ
れ

三

賀
茂
に
あ
る
い
つ
き
の
宮
は
二
葉
山
わ
け
い
る
つ
ち
や

き
ぬ
笠
の
山

（
中
略
）

一
七
八

相
模
な
る
箱
根
の
山
路
水
無
瀬
川
見
越
か
嶽
は
宇

津
の
屋
の
里

冒
頭
の
「
山
城
の
加
茂
の
神
山
日
か
け
山
其
神
山
や
又
御
あ
れ

や
ま
砌
」
に
は
、
五
箇
所
の
歌
枕
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
末
尾

の
「
砌
」
は
、
こ
の
名
所
歌
集
の
成
立
な
い
し
は
流
布
に
、
宗
祇

の
連
歌
の
師
で
あ
っ
た
宗
砌
が
関
わ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
所
歌
集
を
か
つ
て
わ

た
く
し
に
『
宗
砌
名
所
和
歌
』
と
称
し
た(18)。
こ
れ
ら
の
書
物
が
宗

祇
や
宗
砌
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
主
張
す
る
に
は
ま
だ
材
料
に

乏
し
い
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
彼
ら
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
か

ら
、
連
歌
師
と
そ
う
し
た
名
所
歌
集
と
の
密
接
な
関
連
が
う
か
が

え
て
、
き
わ
め
て
興
味
ぶ
か
い
こ
と
で
あ
る
。
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五

『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
『
万
葉
集
』

前
章
ま
で
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
が
お
も
に
宗
祇
の

著
作
な
ど
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
の
あ
た
り

で
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
が
ど
の
よ
う
な
『
万
葉
集
』

と
関
わ
り
が
深
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
調
べ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う(19)。
ま
ず
、『
万
葉
集
』
三
〇
七
二
番
歌
と
関
連
す
る
岩
瀬
文
庫

蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
な
ど
の
本
文
を
次
に
掲
げ
る
。

『
万
葉
集
』
三
〇
七
二

大
埼
之

お
ほ
さ
き
の

有
礒
乃
渡

あ
り
そ
の
わ
た
り

延
久
受
乃

は
ふ
く
ず
の

往
方
無
哉

ゆ
く
へ
も
な
く
や

恋
度
南

こ
ひ
わ
た
り
な
む

（
巻
十
二
）

（
歌
意
）
大
崎
の
荒
磯
の
渡
り
場
に
延
び
る
葛
の
よ
う
に
、

進
む
べ
き
方
も
な
く
て
恋
い
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。

岩

大
さ
き
の
あ
り
そ
の
わ
た
り
は
ふ
く
す
の
行
方
な
く
や

恋
わ
た
り
な
ん

宗

お
ほ
さ
き
の
あ
り
そ
の
わ
た
り
は
ふ
葛
の
行
か
た
な
く

や
恋
わ
た
り
な
ん

抜
書

大
さ
き
の
あ
り
そ
の
わ
た
り
は
ふ
葛
の
行
か
た
な
く

や
恋
わ
た
り
な
ん

右
に
よ
る
と
、
通
行
の
『
万
葉
集
』
三
〇
七
二
番
歌
の
第
四
句

の
訓
「
ゆ
く
へ
も
な
く
や
」
と
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄

出
』、
宗
祇
『
万
葉
抄
』、『
万
葉
集
抜
書
』
の
「
ゆ
く
か
た
な
く

や
」
が
対
立
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
以
下
に
校
本
万
葉

集
所
載
の
諸
本
の
訓
を
掲
げ
る
。

校
本
万
葉
集
第
四
句
の
訓
「
ユ
ク
ヘ
モ
ナ
ク
ヤ
」、
元
暦
校

本
…
ゆ
く
か
た
な
ク
（
赭
）

し
や
、
類
聚
古
集
…
ゆ
く
か
た
な
く
や
、

古
葉
略
類
聚
抄
…
ユ
ク
カ
タ
ナ
シ
ヤ
、
細
井
本
…
ユ
ク
カ
タ

ナ
ク
ヤ
、
西
本
願
寺
本
…
ユ
ク
ヱ
モ
イ

カ
タ
ナ
ク
ヤ
、
大
矢
本
・
京

都
大
学
本
…
「
ヘ
モ
」
青
。
京
都
大
学
本
…
赭
で
「
ヘ
モ
」

を
消
し
、
右
側
に
赭
で
「
カ
タ
」。
廣
瀬
本
…
ユ
ク
カ
タ
ナ

シ
ヤ

こ
れ
に
よ
る
と
、『
名
所
和
歌
抄
出
』
な
ど
の
「
ゆ
く
か
た
な

く
や
」
と
い
う
本
文
は
、
鎌
倉
期
の
仙
覚
の
新
点
と
は
異
な
り
、

類
聚
古
集
、
細
井
本
な
ど
の
、
仙
覚
以
前
の
次
点
本
に
一
致
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
な
お
後
述
）。

つ
い
で
『
万
葉
集
』
四
二
五
七
番
歌
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

『
万
葉
集
』
四
二
五
七
手
束
弓

た
つ
か
ゆ
み

手
尓
取
持
而

て
に
と
り
も
ち
て

朝
獦
尓

あ
さ
が
り
に

君
者
立
之
奴

き
み
は
た
た
し
ぬ

多
奈
久
良
能
野
尓

た

な

く

ら

の

の

に

（
巻
十
九
）

（
歌
意
）
手
束
弓
を
手
に
取
り
持
っ
て
、
朝
狩
を
し
に
君
は

お
発
ち
に
な
っ
た
、
棚
倉
の
野
に
。

岩

た
つ
か
弓
手
に
取
も
ち
て
朝
か
り
に
君
は
た
ち
ぬ
か
手
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枕
の
野
に

宗

（
当
該
歌
な
し
）

抜
書

（
当
該
歌
な
し
）

右
に
よ
れ
ば
、
通
行
の
『
万
葉
集
』
四
二
五
七
番
歌
の
第
四
句

の
訓
は
「
き
み
は
た
た
し
ぬ
」
で
あ
り
、
一
方
、
岩
瀬
文
庫
蔵

『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
第
四
句
は
「
君
は
た
ち
ぬ
か
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
校
本
万
葉
集
所
載
の
諸
本
の
訓
と
比
較
し
て

み
る
。校

本
万
葉
集
第
四
句
の
訓
「
キ
ミ
ハ
タ
チ
イ
ヌ
」、
京
都
大

学
本
…
「
キ
ミ
ハ
タ
チ
イ
ヌ
」
を
赭
で
「
キ
ミ
ハ
タ
ヽ
イ

ヌ
」
に
訂
正
、
古
葉
略
類
聚
抄
…
キ
ミ
ハ
タ
ヽ
シ
ヌ
、
秘
府

本
万
葉
集
抄
…
キ
ミ
タ
チ
ユ
キ
ヌ
、
廣
瀬
本
…
キ
ミ
ハ

タ
チ
イ
ヌ

タ

ヽ

シ

ヌ

袖
中
抄
…
き
み
は
た
ち
い
ぬ
、
五
代
集
歌
枕
…
君
は
た
ち
い

ぬ
、
隆
源
口
伝
…
君
は
立
た
れ
ぬ
、
俊
頼
髄
脳
…
君
は
た
ち

き
ぬ
、
綺
語
抄
…
き
み
た
ち
い
ぬ
の
、
和
歌
童
蒙
抄
…
き
み

は
た
ゝ
し
ぬ

夫
木
和
歌
抄

一
六
九
六
〇
…
き
み
は
た
ち
き
ぬ
、
歌
枕
名

寄

三
一
二
七
…
キ
ミ
ハ
タ
テ
イ
ヌ

ま
ず
、
通
行
の
『
万
葉
集
』
四
二
五
七
の
「
き
み
は
た
た
し

ぬ
」
と
い
う
訓
は
、
校
本
万
葉
集
の
「
キ
ミ
ハ
タ
チ
イ
ヌ
」
と
い

う
一
般
的
な
訓
に
一
致
し
て
い
な
い
。「
き
み
は
た
た
し
ぬ
」
は

諸
本
の
中
で
は
古
葉
略
類
聚
抄
の
み
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
「
君
は
た
ち
ぬ

か
」
は
、
校
本
万
葉
集
所
載
の
諸
本
の
い
ず
れ
の
訓
と
も
異
な
っ

て
い
て
、
さ
ら
に
『
俊
頼
髄
脳
』『
和
歌
童
蒙
抄
』『
袖
中
抄
』
な

ど
と
い
っ
た
歌
学
書
の
訓
み
と
も
一
致
し
な
い
。
し
か
も
、
こ
の

「
た
つ
か
ゆ
み
」
と
い
う
万
葉
歌
を
宗
祇
『
万
葉
抄
』
や
『
万
葉

集
抜
書
』
は
載
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
わ
ず
か
二
首
を
あ
げ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
岩
瀬
文
庫
蔵

『
名
所
和
歌
抄
出
』
が
ど
の
よ
う
な
『
万
葉
集
』
に
基
づ
い
た
の

か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名

所
和
歌
抄
出
』
の
『
万
葉
集
』
本
文
は
、
鎌
倉
期
の
仙
覚
新
点
と

は
異
な
り
、
類
聚
古
集
、
細
井
本
な
ど
の
仙
覚
以
前
の
次
点
本
に

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
一
例
か
ら
う
か
が
え
た
。
こ
れ
は
宗
祇

『
万
葉
抄
』
の
『
万
葉
集
』
本
文
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
近
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う(20)。

さ
ら
に
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
『
万
葉
集
』
本
文

が
、
従
来
知
ら
れ
る
『
万
葉
集
』
や
歌
学
書
な
ど
の
訓
の
い
ず
れ

と
も
一
致
し
な
い
場
合
も
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
問
題
は
、

一
章
か
ら
三
章
に
お
い
て
確
認
し
た
宗
祇
の
著
作
や
連
歌
、
つ
ま

り
は
宗
祇
の
文
学
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』
と
の
緊
密
な
関
係
か
ら
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す
れ
ば
、
今
後
さ
ら
に
深
く
追
求
す
べ
き
課
題
で
あ
る
よ
う
に
思

う
。

六

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
近
い
系

統
の
名
所
歌
集

以
上
に
お
い
て
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
み
を
取
り

上
げ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
近
い
系
統
の
名
所
歌
集
が
次
の
よ
う
に

五
点
報
告
さ
れ
て
い
る(21)。

一

渋
谷
虎
雄
氏
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』（
永
祿
七
（
一
五
六
四
）

年
の
本
奥
書
。
享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年
書
写
）

渋
谷
虎
雄

『
古
文
献
所
収
万
葉
和
歌
集
成

室
町
後
期
』（
桜
楓
社
、
昭

六
〇
）
に
万
葉
歌
の
み
翻
刻
。

二

神
宮
徴
古
館
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』（
明
応
十
一
（
一
五
〇

二
？
）
年
の
年
記
、
伝
荒
木
田
守
武
筆
、
守
梁
の
花
押
）

三

神
宮
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』（
上
下
二
巻
の
う
ち
下
巻

の
み
残
存
。
落
丁
あ
り
）

四

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』（「
仁
和
寺
菩
提
院
」
の
朱

長
角
印
）

五

慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄

出
』

六

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
名
所
和
歌
』（
良
俊
（
未
詳
）
に
よ
る

長
享
二
（
一
四
八
八
）
年
の
本
奥
書
）

岩
瀬
文
庫
蔵
本
を
含
め
て
計
六
点
、
こ
れ
ら
は
名
所
の
配
列
や

収
め
ら
れ
て
い
る
和
歌
や
寄
合
語
な
ど
が
互
い
に
少
し
ず
つ
異
な

っ
て
い
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
そ
れ
ら
の
伝
本
に
は
、

永
祿
七
（
一
五
六
四
）
年
、
明
応
十
一
年

明
応
は
十
年
ま
で
し

か
な
く
、
こ
の
年
号
は
未
詳

お
よ
び
長
享
二
（
一
四
八
八
）
年

と
い
っ
た
年
記
が
見
え
る
。
宗
祇
の
活
躍
し
た
室
町
時
代
中
期
に
、

岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
に
よ
く
似
た
名
所
歌
集
が
少
な

か
ら
ず
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
注
意
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

む
す
び

書
物
に
対
す
る
志
向
も
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。
書
物
の
体

系
・
読
書
の
体
系
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
変
化
し
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。
歴
史
に
置
き
去
ら
れ
た
書
物
、
そ
う
し
た
も
の
に
よ
っ
て

中
世
の
人
び
と
の
最
も
基
礎
的
な
教
養
の
一
画
が
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
宗
祇
の
場
合
、
彼
の
用

い
る
名
所
や
歌
枕
観
を
考
え
る
際
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄

出
』
が
不
可
欠
の
資
料
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
岩
瀬
文
庫
蔵

『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
現
代
で
は
ほ
ぼ
無
名
の
名
所
歌
集
で
あ
る
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が
、
宗
祇
は
そ
れ
に
近
い
歌
集
の
読
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代

に
比
べ
人
び
と
の
周
囲
に
は
る
か
に
書
物
の
少
な
か
っ
た
当
時
、

読
ま
れ
た
書
物
と
作
品
と
は
、
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た

も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
数
的
に
も
量
的
に
も
膨
大
な
中
世
の
名
所

歌
集
に
つ
い
て
は
、
少
し
ず
つ
伝
本
の
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
わ
た
く
し
に
は
、
右
の
よ
う
な
享
受
史
の
視
点
か
ら
も
、

興
味
ぶ
か
い
世
界
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註(1
)
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
引
用
は
原
本
複
写

に
拠
る
。
な
お
、
平
成
二
八
年
に
『
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

名
所

和
歌
抄
出
』
と
し
て
翻
刻
を
公
刊
し
た
（
文
栄
堂
）。

(2
)
『
浅
茅
』
の
引
用
は
金
子
金
治
郎
編
『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
』

（
勉
誠
社
、
昭
56
）
6
所
収
の
影
印
に
拠
る
。

(3
)
拙
稿
「
宗
祇
『
浅
茅
』
と
『
名
所
和
歌
抄
出
』」（「
文
藝
論
叢
」

28
、
大
谷
大
学
文
芸
学
会
、
昭
62
・
3
）。
の
ち
に
拙
著
『
院
政

期
以
後
の
歌
学
書
と
歌
枕
』（
清
文
堂
、
平
18
）
所
収
。

(4
)
こ
の
『
名
所
和
歌
抄
出
』
は
、
乾
安
代
氏
の
紹
介
さ
れ
た
『
柳

原
家
旧
蔵
本
目
録
』（『
岩
瀬
文
庫
本
調
査
お
ぼ
え
が
き

付

柳

原
家
旧
蔵
本
目
録
』
昭
55
）
に
載
る
、「
一

名
所
和
歌

写

弐
冊
」
に
当
た
る
か
。
な
お
、
柳
原
家
旧
蔵
書
で
「
仁
和
寺
菩
提

院
」
の
印
記
を
有
す
る
も
の
に
、『
連
歌
新
式
追
加
幷
新
式
今
案
等
』

『
聖
徳
太
子
憲
法
』
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。

(5
)
井
上
宗
雄
「
名
所
歌
集
（
歌
枕
書
）
伝
本
書
目
稿
」（「
立
教
大

学
日
本
文
学
」
16
、
昭
41
・
6
）。

(6
)
注
（
3
）
に
同
じ
。

(7
)
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
引
用
は
佐
佐
木
信
綱
編
『
萬
葉
學
叢
刊

中
世
編
』（
臨
川
書
店
、
昭
47
）
に
拠
る
。

(8
)
こ
の
章
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
世
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
享

受
の
一
様
相

『
名
所
和
歌
抄
出
』
を
中
心
に

」（「
文
藝
論

叢
」
88
、
池
田
敬
子
教
授
退
職
記
念
、
大
谷
大
学
文
芸
学
会
、
平

29
・
3
）
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
後
の
考
察
を
加
え
た
。

(9
)
和
歌
文
学
大
辞
典
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
26
）「
万
葉
抄
」

（
中
嶋
真
也
執
筆
）
の
項

(10
)
岩
波
書
店
、
昭
58
。「
万
葉
集
抄
」（
渋
谷
虎
雄
執
筆
）
の
項

(11
)
『
万
葉
集
大
成
一
一
』
特
殊
研
究
篇
（
平
凡
社
、
昭
33
）
所
収

(12
)
勉
誠
社
、
昭
60
出
版

(13
)
注
（
8
）
の
拙
稿
に
よ
る
。

(14
)
『
万
葉
集
抜
書
』
の
引
用
は
、
渋
谷
虎
雄
『
古
文
献
所
収
万
葉

和
歌
集
成

室
町
前
期
』（
桜
楓
社
、
昭
59
）
所
収
の
翻
刻
に
拠

る
。

(15
)
「『
萬
葉
集
抜
書
』
と
『
宗
祇
萬
葉
抄
』
と
の
関
係

中
世
『
萬

葉
集
』
享
受
の
基
礎
的
研
究
の
た
め
に

」（「
万
葉
古
代
学
研
究

年
報
」
17
、
平
31
・
3
）。

(16
)
こ
の
章
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
歌
語
の
怪

「
鱸
（
す
ず
き
）

釣
る
」
か
ら
「
薄
（
す
す
き
）
散
る
」
へ
」（「
書
香
」
大
谷
大
学

図
書
館
・
博
物
館
報
36
、
平
31
・
3
）
に
基
づ
き
、
若
干
手
を
加

え
た
。

(17
)
「
資
料
紹
介
『
宗
砌
名
所
和
歌
』・『
宗
祇
名
所
和
歌
』」（「
文
藝

論
叢
」
35
、
平
2
・
9
）。
の
ち
に
拙
著
『
院
政
期
以
後
の
歌
学
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書
と
歌
枕
』（
清
文
堂
、
平
18
）
所
収
。

(18
)
注
（
17
）
に
同
じ
。

(19
)
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
注
（
8
）
の
前
掲
拙
稿
に
お
い
て
も

考
察
を
加
え
た
が
、
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
み
た
。

(20
)
ち
な
み
に
、
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
万
葉
歌
の
訓
に
つ
い
て
は
、

日
本
古
典
文
学
大
辞
典
に
「
西
本
願
寺
本
系
の
そ
れ
で
は
な
く
、

も
う
少
し
古
い
『
類
聚
古
集
』・
細
井
本
等
の
古
訓
の
よ
う
で
あ

る
。」
と
記
し
、
両
角
倉
一
『
宗
祇
連
歌
の
研
究
』（
前
掲
）、
小

川
靖
彦
「
統
合
さ
れ
る
よ
み
（
訓
み
・
読
み
）

宗
祇
『
万
葉

抄
』
の
萬
葉
集
訓
読
に
つ
い
て
〈
中
世
と
近
世
の
間
〉

」（「
國

文
目
白
」
40
、
平
13
・
2
。
の
ち
に
『
萬
葉
学
史
の
研
究
』（
お

う
ふ
う
、
平
19
）
所
収
）
な
ど
に
も
同
様
の
記
述
を
載
せ
る
。
今

後
よ
り
詳
細
な
検
討
が
必
要
だ
が
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄

出
』
の
万
葉
歌
が
宗
祇
『
万
葉
抄
』
の
万
葉
歌
と
よ
く
似
た
性
質

を
有
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
両
者
の
距
離
は
さ
ら
に
近
い
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

(21
)
そ
れ
に
関
し
て
「
宗
祇
の
『
万
葉
集
』
享
受
に
つ
い
て

『
名

所
和
歌
抄
出
』
と
の
関
わ
り
か
ら
」（
和
歌
文
学
会
関
西
四
月
例

会
（
第
一
二
三
回
）、
平
29
・
4
・
22
、
於
立
命
館
大
学
衣
笠
キ

ャ
ン
パ
ス
）
と
い
う
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。

＊
本
稿
は
、
令
和
元
年
度
大
谷
大
学
国
文
学
会
に
お
い
て
「
岩
瀬
文

庫
蔵
『
名
所
和
歌
抄
出
』
の
こ
と

三
十
年
の
研
究
生
活
を
ふ

り
か
え
っ
て

」
と
題
し
て
行
っ
た
講
演
（
最
終
講
義
）
に
訂

正
・
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
本
学
教
授
）
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